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送信機用テスラ・ 1¥ I 
＼ 巻叫t| コイルの1コイルの材料及び
コイルはスパイラ 1:j3回I厚1分さ 1い：ロニ[
ル型で捲線の定数 1 1 
l i (3l1置•)| （3.6c11.) I 
外側I12醗 2厘 1寸2分1























































昭和55・ 3 • 27放送参照）
平成元 (1989)年1月から3年余にわたり＼潜日
の機器”を紹介して参りましたがこれらの機器
がすべてではありません。日本にただ 1つしか
ない歴史的に極めて貴重な複数の資料を含めた
文献もあります。これらのいずれも電気通信大
学の歴史のーコマであり，ひいては日本の電波
通信の歴史を物語るものばかりです。たとえば
逓信総合博物館の展示物は本学にもあります逓
信省式瞬滅火花間隙以外は有線通信に関するも
のといっても過言ではありません。
このような歴史を物語るもろもろの機器等を
大学で保存し後世に残せるように関係の皆様に
お願いできるならばこれにすぐる喜びはありま
せん。
なお，引き続きご紹介申し上げたい機器等の
整理のために少々時間をいただき再び続けさせ
ていただきたいと存じます。ありがとうござい
ました。
本学名誉教授宮坂武芳
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